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論文内容の要旨
第1辛　序論
本研究では､日英静における後定が見られる構文の先行･後挽文脈に着目して､後置文の蔽静腹能
を明らかにすることを目的とする｡本研究では､まず英静後置文の倒正文･関係筋外置文･右方転駄
文について考轟する｡日本静よりも棚に関して厳しい制約がある英静において､後置､つまり右方
移動という現象がどのような特徴を持ち､かつどのような故藤機能を担っているのかを見ることによ
り､後置の一般的で基本的な特徴と故祐也能をとらえるのに有効であると考えられるからである｡続
く日本簿後政文の分析では､従来の分析においてよく言われる｢漁網｣やr修正｣の政論牧能だけで
なく､これまであまり言われてこなかった後続文脈への影響がある後続文脈志向の萩静汲能があるこ
とを提案する｡さらに､慢間文で起こる後置｣に分析対象を限定することで､後置文にはr聞き手の
理解を促す配乱　という新しい観点の萩榊能があることを示唆するo
第2辛　美辞後覆文とその機能
本章では英静における後政文として､倒置文･関係飾外置文･右方転位文の3種難の構文の分析を
行った｡分析の際には､移動現象が起こっている-文のみに着目するのではなく､先行･後続文脈を
考慮し､それらの構文が蔽希においてどのような機能を果たしているのかを明らかにした｡本章の英
簿後置文の分析では､ r情報の重要度｣とrDiBCOur*JHeiLrerF血ty｣という情報を捉える概念
を用い,後任要素について､倒置文と関係衝外置文ではDiBCOurBeJHeater-Newで湘き手に同定され
ていない重要度が高い情報であり､逆に右方転位文ではDiBCOu珊･Oldで聞き手が容易に同定できる
重要度が低い情報であるという特徴が明らかになった｡このような差異はそれぞれの構文の釈静幾髄
にも反映されており､倒置文と関係飾外在文では新しい要素を釈許に斗入する機能が､右方転位文で
は辞し手の主張を修正する機能があることがわかったまた､本研究では､全ての美辞後程文に共通
する政務機能として､ 『英静後置文における後直要兼の故括機能:後世要素は先行文脈よりも後続文脈
とのつながりが良くなり､後続文脈-の橋渡し機能がある｡』と提案した｡このことは､形式的な側面
から見ても､文末という､青い換えれば後続文脈の文額に最も近い位置に要素を移動していることか
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ら､後続文脈で蒋官としたい要素を明らかにし､移動によってその布石を打っていることになり､理
に適っていると言える｡
第3筆　日棚鷹文とその機能
日本新後置文は帯し青葉によく見られるが､日本静の基本的な帝塀が崩れているにも関わらず円滑
な全港に支陣をきたすことがないため､どのような派生段階を経ているのかという点のみならず､実
際の会話においてどのような萩鞍機能を有するのかという点について爵用漁的観点から研究されるこ
とが多い｡しかしながら､これまでの日本静後任文に関する研究では､後置文の萩高機能に着目して
いるにも関わらず､その先行･後続文脈を示さずに分析をするものが多く､後置要素に代用表現が用
いられている藤倉は同一指示の要素が先行文脈でどのように現れているのか､後続文脈に後置要素は
再度現れるのかなどの点がはっきりしていない｡よって本研究では､例文を提示する際に後置文の先
行･後続文脈も提示し､特に後続文脈に着目した分析を行った｡
本研究の第3章と第4章で主に扱った例文は独自に収集したもので､日本静後置文の例文は205例
あり､ 1対1の対面の会話でさらに会帯の参与者がr司会者｣と　rゲスト｣の2人であることを条件
とした｡これは本研究が後置文のr萩話｣機能を明らかにすることを目的としていることから､鎌演
のような1人の話し手が話し続ける状況や､大勢の人間が発言したい順に発音するような状況に見ら
れる後世文ではなく､できるだけわかりやすい話者交替がなされる会話の方が､後置文が後続文脈に
与える影響を分析し易いからである｡この条件を満たしているテレビ番組2番線6回放送分の筆者に
よるトランスクリプションと､雑誌の対敵を文字化した書籍6冊から例文は収集している｡
日本静後置文において省略可能な要素が後置した場合は､日本静後置文の鼓祐機能としてよく貰わ
れる｢強調｣や念押しのための｢確瓢｣の談諸機能があることが確瓢できた｡さらに､これまであま
り言われてこなかった教話機能としては､先行部に聞き手に対してネガティブな印象を与えるような
表現がある賂合は､後置要素を特徴的な表現することにより､ネガティブな印象を軽減して後続の対
話を円滑に進める方向付けをする横敵としての軟論織能があることを提案した｡このことから､後置
文には本来終助詞が現れる述部に加えて､もう一つ､文末の後置要素によって話し手の心的態度を伝
えることが可能であることも示唆できた｡さらに､日本語後置文でよく見られる自称詞や｢そ｣形の
代名詞が後置している敬合は､故話の背景となったり視点を変えたりするような大きな効力を持たな
い程度の新しく追加導入されたTbpicと､複線文脈との間で橋渡しの機能を果たしていることも提案
した｡反対に､後置要素が省略不可能な執合の後便文の鼓鈷綾能としてよく宮われてきたのは､ -｢修復｣
の機能､つまり不十分なものを補う機能であった｡本研究で独自に収集した例文の分析から見出せた
談話機能としては､先行都に同一指示の要素がある後置文では､後直要素が省略可能であれ省略不可
能であれ､後置要素が持つ政詩機能としてr先行部の指示対象を具体化する機能｣であった｡さらに､
後統文脈志向の萩話機能としては､後置文において省略不可能な要素が後置した場合は､後置要素を
後続文脈のTbpicの最有力候補とする機能があることを示した｡
第4辛　目木綿問文で起こる後覆
疑問文の最も基本的な機能は何らかの情報を求めることであり､疑問文が持つ帝用漁的特性は疑問
文がその応答文を制限する点といえる｡つまり､応答者の視点から言えば､疑問文によって作り出さ
れたsbt､つまり疑問の焦点を正しく埋められる応答文を発藷しなければならないということである｡
また､例えば参加者がAとBの2人の会帝の中で､参加者Aが参加者Bに対して疑問文を発した韻
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合､応答文を発話するのは参加者Bということになる｡つまり､参加者が2人の全港の中での自問で
はない疑問文は､不完全な命博のalotを埋める第2の発話としての参加者Bによる応答文を要求する
ことに加えて､次の話者を参加者Bに選択するという側面も持つことになるのであるoこのような疑
問文が持つ『話者交替』の特徴を考慮すると､会話の参加者が2人(仮にAとB)であることを条件と
している本研究で扱う例文では､参加者AとBがそれぞれ相手の発話に形式的に現れている命甥を理
解するだけでなく､その発話の蔽静機能や｢次の話し手になって欲しい｣というような暗に自分に要
求されていることをも理解する必要があることが分かる｡このような特徴から､疑問文は新たな%pic
を叫入する時や祐鴬を変える時に用いられることも多い｡執務の中の疑問文は､そのBlotを埋める情
報を求めるだけでなく､話者交替を促したり､時には新しいTbpicを隼人したり､恥icを変えたり
する牧瀬機能を持っている｡このような政帝機能が､話し手が意図するとおりに機能するためには､
会話の参加者がそれぞれ相手の示す横軌こ気付き､正しく汲み取って抜放応変に対応する必要がある
のである｡
このような疑問文が持つ籍用論的特性を踏まえた上で､本章では｢情報のなわ張り理軌という観
点を導入して日本籍後置疑問文の分析をした｡後僚疑問文には話し手が知りたい話潜を明示するr後
続文脈におけるTbpicの明示化｣のような談話機能があることを明らかにしたが､このことは､本研
究で収集した後世疑問文全53例中､約半数に上る22例が教話やエピソードの始まりに現れ､その後
置要素が後続文脈の%picとなっていたことからも裏付けられる｡また､教務における疑問文､特に
yea/m疑問文では､その応答文として疑問の焦点に関する情報である｢はい｣もしくはrいいえ｣の
みで応答が終わることはほとんどないという特徴も見出すことができた｡
r情報のなわ張り理軌を中心とした分析では､疑問文に話し手のなわ張りに属す情報が現れる場
合は､単純な同意を求めるため聞き手がその情報について詳しく知らなくてもよい静合と､話し手が
自分自身を客観祝したり過去の自分を振り返ったりして情報を自分のなわ張りの外側に置く場合があ
ることを明らかにした｡さらに､後置疑問文には『押さの答えと隣接ペアとなる疑問文で､聞き手の
なわ張りに属する要素を後世する場合､許し手がその要素に関する鋭明を望んでいることを示す標枕
となる｡』という妖籍機能があることを提案できた｡これにより､本研究の主な主張でもある後綻文脈
志向の萩静搬能があることがわかった｡
第古筆　括輪
コミュニケーションの最終的な目的は情報のr共有｣である｡鼓話は､数々のTbpicや人物､事物
などを蒔入しながら､その新しく尊入した要素に関して､話し手と聞き手が共通の理解を深め共有し
ていくのがその目的であろう｡だからこそ､自分にとって馴弛みのない要素が導入されれば､疑問文
を用いてその要素に関する詳しい情報を求めるし､相手にとって馴染みのない要素だと想定する蓉合
は､許し手が既に持っている知敗と結び付けて理解しやすいような補足的情報を付加するなどして､
諮し辛が理解しやすいような工夫をするのである｡そしてその工夫の1つが構文､つまり移動操作な
のである｡情報の共有がコミュニケーションの目的であることから､本研究で採用した4つの情報を
捉え朝艶念を結び付け引取念として､会話の参加者のr情報の共有度Jを堆案した｡
また､本研究で扱った日英拝復長文では後世要素はr文末｣に配粧されており､それぞれの構文の
放諸機能にも文末が持つ特徴が反映されていた｡それにはやはり､文末という位碇が､後続文脈の文
額に最も近い位置であり､かつ後続の政務の先頭に最も近い位置であることが関わっているだろう｡
r最新効果｣にも見られるように､人間にとっては､最後に出会ったできごとや項目がもっとも思い
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出したり思い浮かんだりしやすい｡よって､後置文の直後に話者交替が起こっていると仮定すれば､
新たに話し手となる人物にとって最も思い出しやすい､最後に出会ったできごとや項削こ核当するの
は､前の辞し手による発辞の文末､つまり後置要素ということになる｡このような点からも､英静で
あれ日本帯であれ､文末に意図的に何らかの要素をせくことは､後枕文脈や後紋の萩帝を強く者牡し
ていることの現われといえる｡そしてこのことは､本研究で分析対象とした後置文全てに､本研究が
主羊する後鹿文脈志向の枚藤槻能があると碑瓢できたことからも煮付けられる.
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論文審査結果の要旨
親爺規則が生成する文法構造の基準形は､言清使用の場において種々の文脈的な要因によって影響され
る､というのが機能的宮路分析の一般的な考え方である｡特に,文革素の線条的な配列が､情報の新旧配
置に関する原則によって､先行文脈の談話的影響を直接に被ることが多くの研究で持摘されてきた｡しか
し､特定の位置にある文要素と後続文脈とのつながりについての研究は少ない｡本論文は､統請的な諦順
変化によって文末に置かれた言語要素が､後続文脈を展開するうえでどのようなはたらきをするかを､紡
用鞄に視点をおいて分析したもので.全編5章から成る.
第1番は序論であり.研究の背景と目的を述べている｡
第2車では､英紙の自動詞を軸とする倒置文､関係筋および前置詞句外置文､毛韓の右方転位構文をと
りあげ､新たに文末に統静移動された音静要素が､移動を受けない場合に較ぺて､後続文脈のなかで｢話
題｣ (topic)としてはたら(性質が極めて強いことを観察している｡このとらえ方は､従来の談話と聴音
から見て整理される4種類の新旧情報を､情報の重要度として捉え醗して分析した結果であり､今後の研
究にとって大きな期待をもたせる試みである｡
第3章では､英語の右方転位構文に相当する日本醇の後置構文のなかから､特に.文末後置要素が代名
詞的性質をもつものをとりあげて､考察を行っている.ここでは､後置要素の省略可能性に着目し､文脈
上十分に旧い情報を担い省略pL能な要素が後置されて文末に置かれると､蕃題の確認という語用論的な談
話機能が加わり､また､省略不可能要素が後置されている場合には.それが話題の修復あるいは新たな話
題の設鮭という機能が加わることを観察している｡いずれも情報の乗車度に基づいて後続文脈との橋渡し
をすることを明らかにしたもので､興味深い知見である｡
第4帝では､従来の書籍機能研究で有力な考え方である｢情報のなわぼり理論｣に言及しながら､日本
綿の疑問文に起こる後置現象を分析している｡通常の疑問文の機能は､焦点にあたる情報を求めるものだ
が.後常が絡む二者択一一一疑問文では､後置要素が扱き手の個人経験的事項に鵜する場合に.話し手がそれ
に関する説明を求める標識になると椅用論的に観察している｡これは､後続文脈における前席を明示する
ことにもなり､後置と後続文脈との関係の本質に迫る議論である｡
第5帝払情報の亀重度と文末のもつ伝達機能を整理して.轄論と今後の展唱を述べている｡
以上要するに,本論文は､ u本籍と英胎における統論的右方移動によって生じた構文の文末要素が､そ
れが担う情報の新旧の別にかかわらず､話者が聴音を配慮して後続文脈を展開するうえできわめて重要な
役割をもつことを明らかにし.諦用論に基盤をおく談話機能研究のひとつの方向を示したもので､言静科
学および情報科学の発嬢に寄与するところが少な<ないo
よって､本論文は､博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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